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一
月
二
六
日
・
二
七
日
、
四
国

森
林
管
理
局
大
会
議
室
に
お
い
て
、

「
平
成
二
一
年
度
四
国
森
林
・
林
業

研
究
発
表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

先
ず
、
篠
田
局
長
か
ら
、
「
今
回

発
表
さ
れ
る
課
題
は
、
国
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
た
多
様
な
森
林
づ
く
り

や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
被
害
防
止
対
策
、

森
林
環
境
教
育
な
ど
幅
広
い
内
容

で
あ
り
ま
す
。
発
表
さ
れ
る
方
々

が
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
が
、
こ

れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
な
ど
に
反

映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

五
七
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
研

究
発
表
会
で
は
、
一
八
課
題
（
特

別
発
表
を
含
む
）
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ

る
食
害
に
関
す
る
発
表
が
四
課
題

（
特
別
発
表
一
課
題
）
あ
り
、
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る

こ
と
を
再
確
認
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
四
万
十
市
立
津
野
川
小
学

校
、
高
知
市
立
朝
倉
第
二
小
学
校
、

高
知
県
立
高
知
工
業
高
等
学
校
及

び
高
知
県
立
四
万
十
高
等
学
校
か

ら
、
学
習
活
動
の
一
環
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
内
容
に
つ
い
て
発

表
が
あ
り
、
会
場
か
ら
多
く
の
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
日
目
に
は
、
東
京
大
学
教
授

の
酒
井
秀
夫
氏
に
よ
る
「
最
適
作

業
シ
ス
テ
ム
と
路
網
計
画
」
と
題

し
た
特
別
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

酒
井
氏
か
ら
は
、
「
日
本
の
人
工

林
資
源
は
成
熟
化
し
、
そ
の
面
積

の
半
数
近
く
が
五
〇
年
生
以
上
を

占
め
る
よ
う
に
育
っ
て
き
て
い
る
。

世
界
的
に
は
木
材
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
の
利
用
が
最
も
多
く
、
先

進
国
で
は
そ
の
割
合
が
年
々
増
加

し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
木
材
利
用

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
、

林
業
、
林
産
業
を
戦
略
的
に
シ
ス

テ
ム
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

森
林
資
源
が
高
齢
級
化
す
れ
ば
、

プ
ロ
セ
ッ
サ
に
よ
る
土
場
の
集
中

処
理
が
有
利
に
な
っ
て
く
る
。
こ

れ
か
ら
は
プ
ロ
セ
ッ
サ
を
中
心
と

し
た
作
業
シ
ス
テ
ム
の
時
代
に

入
っ
て
く
る
。
そ
の
た
め
に
は
全

木
集
材
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
支
え
る

の
が
、
林
道
と
作
業
道
の
路
網
で

あ
る
。
四
国
は
中
央
構
造
線
が
東

西
に
走
り
、
そ
の
両
側
を
付
加
体

を
含
む
幾
重
も
の
変
成
帯
が
は
さ

み
こ
み
、
降
水
量
も
多
い
こ
と
か

ら
、
路
網
の
作
設
と
維
持
に
工
夫

と
技
術
が
要
求
さ
れ
る
。
し
か
し
、

火
山
灰
の
堆
積
が
少
な
く
、
照
葉

樹
を
含
む
樹
木
の
成
長
が
良
い
の

は
救
い
で
あ
る
。
地
層
が
流
れ
盤

で
急
傾
斜
の
地
形
は
路
網
の
作
設

が
困
難
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら

も
架
線
技
術
が
必
要
で
あ
る
。

　

低
質
未
利
用
材
を
含
め
た
全
木

集
材
の
実
現
に
よ
り
、
森
林
整
備
の

推
進
と
と
も
に
、
製
紙
用
チ
ッ
プ
の

供
給
や
、
燃
料
チ
ッ
プ
を
主
体
と
す

る
バ
イ
オ
マ
ス
林
業
の
構
築
が
期

待
さ
れ
る
。
林
道
は
森
林
整
備
の
基

盤
と
し
て
重
要
で
あ
る
が
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
供
給
側
の
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ッ
ク
ス
を
担
う
も
の
と
し
て

重
要
性
が
増
し
て
い
る
。」
と
の
講

演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

表
彰
に
つ
い
て
は
、
四
国
森
林

管
理
局
長
賞
と
し
て
七
課
題
（
最

優
秀
賞
一
課
題
、
優
秀
賞
三
課
題
、

奨
励
賞
三
課
題
）
、
（
社
）
日
本
森

林
技
術
協
会
理
事
長
賞
、
ま
た
、

（
財
）
日
本
森
林
林
業
振
興
会
長
賞

と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
課
題
が
選
出

さ
れ
、
各
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記

念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
四
万
十
川

森
林
環
境
保
全
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
発
表
は
、
平
成
一
九
年
度
か
ら
高

知
県
、
愛
媛
県
の
教
職
員
を
対
象
に

し
た
「
森も

り林
の
楽が

く

い

く

（
学
）
育
講
座
等

の
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
の
発
表
課
題
と
審

査
結
果
は
次
頁
の
と
お
り
で
す
。

　
四
国
森
林
・
林
業
研
究
発
表
会
を
開
催

〈
指
導
普
及
課
〉

特別講演（酒井秀夫氏）

工石山展望台製作（高知工業高校）

最
優
秀
賞

　

四
万
十
川
森
林
環
境
保
全
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー

武
内　

幸
子 

さ
ん

古
味　

敏
光 

さ
ん
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発
表
順

発　 表　 課　 題
発　　　　表　　　　者

審 査 結 果
所　　　　　属 氏　 名 氏　 名

１
低コスト育林技術の開発
―普通苗と大苗の植栽功程比較―

※特別発表

高知県立森林技術センター
　　　   チーフ （森林経営担当）

主任研究員 　
主任研究員 　

渡辺　直史
深田　英久
藤本　浩平

 （審査対象外）

２
「森林環境教育指導者の拡大を目

指して」（森
も り

林の楽
が く い く

（学）育講座）

四万十川森林環境保全ふれあいセンター
 自然再生指導官
 自然再生指導官

武内　幸子
古味　敏光

四国森林管理局
局長賞（最優秀
賞）

３ 西土佐で学ぶ森林環境学習

四万十市立津野川小学校
 ５年生
 ６年生

三石　智史
松岡幸士郎
岡村　有粋

柴　　美月
津野　莉音
島　　雅佳

四国森林管理局
局長賞（優秀賞）

４
省力・低コスト化を可能にする
革新的な大苗等生産技術の開発

※特別発表

徳島県立農林水産総合技術支援センター
 森林林業研究所　研究員 金磯　牧夫

（審査対象外）

５ 小学校への出前森林教室について
徳島森林管理署
 徳島森林事務所　森林官 森田　朱音

四国森林管理局
局長賞（奨励賞）

６
森林環境教育に関する取り組み
について

香川森林管理事務所
森林ふれあい係係員
調整官（業務担当）　

酒井　香里
古庄　弘英

７ アジロ山の自然を守ろう
高知市立朝倉第二小学校 ６年生 田部　賢真

木村　洸太
宮本　　駿

四国森林管理局
局長賞（奨励賞）

８ 工石山展望台製作

高知県立高知工業高等学校
 建築科３年生 秋山　興志

植木　省伍
柳本　剛典

岡本　直人
田部　琢人 

（財）日本森林林
業振興会会長賞

９
「四万十高校における森林環境教
育活動」

高知県立四万十高等学校
 自然環境コース２年生 大久保　優

中川　智美
芝　亜里沙

小松　美穂
田中　　葵
宗崎　千怜

四国森林管理局
局長賞（奨励賞）

10 森林の大切さ　～間伐の役割～
高知県立四万十高等学校
 自然環境コース３年生 大野　亜唯

四国森林管理局
局長賞（優秀賞）

11
ヒノキ天然更新地の更新技術の
確立について

四国森林管理局　森林技術センター
 森林技術専門官 鷹野　孝司

（社）日本森林技
術協会理事長賞

12
建設機械（小型バックホー）を活
用した基幹歩道の整備について

愛媛森林管理署　宇和島森林事務所
 首席森林官
 係員　　　

竹倉　昌直
藤川　優太

四国森林管理局
局長賞（優秀賞）

13
人工林の更新とニホンジカによ
る食害の防止対策について

高知中部森林管理署
　　　 猪野々森林事務所 森林官 児玉　俊一

14
ニホンジカ食害対策についての
一考察

安芸森林管理署
　　　　 業務第一課 経営係　　
　　     業務第二課 技術専門官

芹口　竜一
刈谷　　誠

15
シカ囲いわな遅延閉鎖装置の開
発について

四国森林管理局　森林技術センター
 業務係長 河野　祐希

16
四万十川源流部の森林流域におけ
る水質浄化機能―出水時・年変動
を考慮した評価―　　※特別発表

（独）森林総合研究所　四国支所
 主任研究員 篠宮　佳樹 （審査対象外）

17
四国森林管理局管内のスギさし
木次代検定林における材質調査

※特別発表

（独）森林総合研究所
　　林木育種センター関西育種場

育種課　育種技術係長
育種課　主任研究員　

澤村　高至
山口　和穂

（審査対象外）

18

滑床山・黒尊山国有林におけるニ
ホンジカ排除柵実験　～天然林の
剥皮被害防止効果と林床植生の再
生に及ぼす影響～　　※特別発表

（独）森林総合研究所四国支所
野生動物害担当チーム長　　
人工林保育管理担当チーム長
主任研究員　　　　　　　　

奥村　栄朗
奥田　史郎
伊藤　武治

（審査対象外）

●●発表課題・審査結果●●
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表
土
ブ
ロ
ッ
ク
積
工
法

の
定
着
で
壊
れ
に
く
い

作
業
路
網
の
作
設
を
！

〈
販
売
課
〉

　

一
二
月
一
〇
日
、
低
コ
ス
ト
作
業

路
網
作
設
現
地
研
修
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
研
修
会
は
、
毎
年
、
林

業
事
業
体
等
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
を
対

象
に
低
コ
ス
ト
で
壊
れ
に
く
い
作
業

路
網
の
作
設
技
術
の
向
上
を
目
的
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
は

二
一
事
業
体
か
ら
四
五
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
場
は
、
高
知
県
四
万
十
町

と
四
万
十
森
林
管
理
署
が
昨
年
三
月

末
に
締
結
し
た
「
低
コ
ス
ト
作
業
路

網
作
設
に
係
る
研
修
フ
ィ
ー
ル
ド
の

提
供
に
関
す
る
協
定
」
に
よ
り
森
ヶ

内
山
国
有
林
内
に
設
定
し
た
研
修

フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
講
師
は
、
林
野
庁

主
催
の
路
網
研
修
会
で
優
秀
な
成
績

を
修
め
ら
れ
た(

株)

高
知
官
材
の

門
脇
清
慶
氏
と
門
脇
泰
平
氏
に
依
頼

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
四
万
十
式
の
作
業
路
網

作
設
の
基
礎
技
術
で
あ
る
表
土
ブ

ロ
ッ
ク
積
工
法
（
注
）
に
つ
い
て
、

講
師
に
よ
る
説
明
と
そ
れ
に
合
わ
せ

た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
実
演
に
よ

り
、
表
土
の
は
ぎ
取
り
方
や
表
土
、

心
土
の
盛
り
方
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
に
よ

る
転
圧
方
法
な
ど
作
業
ポ
イ
ン
ト
毎

に
分
解
し
、
具
体
的
に
、
わ
か
り
や

す
く
実
演
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
後
、
数
名
の
参
加
者
に
実
際
に

バ
ッ
ク
ホ
ウ
を
運
転
し
て
、
表
土
ブ

ロ
ッ
ク
積
工
法
を
実
習
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
（
理
解
を
深
め
る
た
め
作

業
方
法
を
示
し
た
イ
ラ
ス
ト
付
き
テ

キ
ス
ト
も
合
わ
せ
て
配
布
）。

　

さ
ら
に
、
午
後
の
意
見
交
換
会
で

は
、
参
加
者
か
ら
「
表
土
ブ
ロ
ッ
ク

積
工
法
で
路
網
を
作
設
す
る
場
合
の

功
程
は
？
」
と
の
質
問
や
、「
路
網

の
中
央
部
分
は
締
め
固
め
が
弱
く
な

る
の
で
、
バ
ケ
ッ
ト
の
爪
を
路
面
に

差
し
込
ん
で
、
そ
の
締
ま
り
具
合
を

確
か
め
な
が
ら
転
圧
を
実
施
す
る
方

が
良
い
の
で
は
」
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
講
師
か
ら

「
岩
の
な
い
林
地
な
ら
ば
一
日
当
た

り
五
〇
～
六
〇
㍍
は
作
設
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
路
網
の
中
央
部
は
転
圧

が
難
し
い
の
で
、
そ
の
よ
う
に
確
認

を
行
う
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。」
と

い
っ
た
回
答
が
な
さ
れ
る
な
ど
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
、
林
業
事

業
体
が
日
頃
の
路
網
作
設
に
よ
り
身

に
つ
け
ら
れ
た
経
験
則
に
よ
る
作
設

技
術
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
に
あ

る
理
論
を
習
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、

作
設
技
術
を
更
に
高
め
て
い
け
る
と

い
う
こ
と
が
参
加
者
に
理
解
し
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

（
注
）
路
肩
の
盛
土
に
つ
い
て
、
表

土
と
心
土
を
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
状
に
積

む
と
と
も
に
キ
ャ
タ
ピ
ラ
等
で
こ
ま

め
に
転
圧
し
締
め
固
め
る
工
法

西
土
佐
森
林
組
合
が

林
野
庁
長
官
賞
を
受
賞

〈
局
販
売
課
〉

　

一
月
二
一
日
に
林
野
庁
で
開
催

さ
れ
た
平
成
二
一
年
度
国
有
林
間

伐
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
授
賞
式
に
お

い
て
西
土
佐
村
森
林
組
合
が
林
野

庁
長
官
賞(
優
秀
賞)

を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
有
林
野

事
業
に
お
け
る
間
伐
作
業
等
の
斬
新

か
つ
積
極
的
な
取
組
を
普
及
し
、
更

な
る
間
伐
の
推
進
等
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
平
成
一
四
年
度
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
管
内
の
林
業

事
業
体
で
は
二
度
目
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

　

西
土
佐
村
森
林
組
合
が
受
賞
さ

れ
た
取
組
事
例
は
、
平
成
二
〇
年
度

に
四
万
十
森
林
管
理
署
管
内
の
山

ノ
子
山
国
有
林
で
実
施
さ
れ
た
間

伐
の
請
負
生
産
事
業
で
、
急
な
林
地

傾
斜
、
起
伏
が
激
し
い
等
の
厳
し
い

林
地
条
件
の
下
、
ト
ラ
ッ
ク
道
と

フ
ォ
ワ
ー
ダ
路
、
グ
ラ
ッ
プ
ル
と
ラ

ジ
キ
ャ
リ(

注
１
）、
フ
ォ
ワ
ー
ダ

(

注
２
）
を
組
み
合
わ
せ
、
区
域
内

の
間
伐
材
を
効
率
的
に
搬
出
す
る

こ
と
な
ど
で
生
産
コ
ス
ト
を
大
幅

に
縮
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

従
前
か
ら
の
架
線
を
利
用
し
た
間

伐
と
今
回
の
事
例
（
作
業
路
作
設
＋

伐
倒
～
集
造
材
～
山
土
場
ま
で
の
搬

出
）
と
を
比
較
す
る
と
、
生
産
性
が

一
．
六
倍
に
増
加
す
る
と
と
も
に
、

生
産
コ
ス
ト
が
二
二
％
縮
減
し
ま

し
た
。
ま
た
、
間
伐
材
の
利
用
率
も

六
八
％
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
は
、

① 　

ト
ラ
ッ
ク
道
や
フ
ォ
ワ
ー
ダ
路

の
配
置
は
、
林
地
傾
斜
や
地
形
等

の
厳
し
い
林
地
状
況
の
下
で
、
作

設
が
可
能
な
区
域
の
み
を
対
象
と

し
、
不
可
能
な
区
域
は
除
外

② 　

間
伐
作
業
は
、
全
区
域
か
ら
効

率
よ
く
間
伐
材
を
搬
出
す
る
た

め
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
路
と
グ
ラ
ッ
プ

ル
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
集
材
す

る
区
域
と
ラ
ジ
キ
ャ
リ
に
よ
り
集

材
す
る
区
域
に
区
分

③  
集
運
材
は
、
ト
ラ
ッ
ク
道
が
尾

根
付
近
を
走
っ
て
い
る
た
め
、
全

て
が
上
げ
荷
に
な
る
と
い
う
厳

し
い
条
件
の
中
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
と

ラ
ジ
キ
ャ
リ
を
組
み
合
わ
せ
効

率
よ
く
実
施
等
の
工
夫
が
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
機
械
は
、
ほ
と
ん
ど

を
リ
ー
ス
と
し
て
、
機
械
経
費
を
極

力
抑
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
立
方
㍍
当
た
り

一
一
千
円
の
間
伐
を
実
現
し
ま
し
た

(

作
業
路
作
設
経
費
を
除
く
と
立
方

㍍
当
た
り
九
千
円)

。

　

林
野
庁
の
審
査
委
員
会
に
お
い
て

も
「
路
網
開
設
が
難
し
い
急
傾
斜
地

に
お
い
て
、
ラ
ジ
キ
ャ
リ
を
核
に
し

て
生
産
性
を
引
き
上
げ
た
点
が
評
価

で
き
る
」
と
さ
れ
て
お
り
、
四
国
と

い
う
厳
し
い
条
件
下
で
工
夫
し
て
効

率
的
な
間
伐
を
実
施
し
て
い
る
林
業

事
業
体
の
取
組
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
取
組
の
選
定
に
当
た
り

講師による説明に合わせバックホウを実演

フォワーダによる木材の搬出
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ご
指
導
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
（
独
）

森
林
総
合
研
究
所
四
国
支
所
長 

今

冨
様
、
高
知
県
林
業
改
革
課
チ
ー
フ

(

前
職)

小
原
様
に
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

（
注 

１
）
フ
ォ
ワ
ー
ダ
と
は
、
玉
切

り
し
た
木
材
を
荷
台
に
積
ん
で

運
ぶ
機
械
で
す
。
主
と
し
て
作

業
路
上
を
走
行
し
ま
す
。

(

注 

２
）
ラ
ジ
キ
ャ
リ
と
は
、
架
線

式
集
材
機
の
搬
器
に
エ
ン
ジ
ン

を
搭
載
し
て
自
走
で
き
る
よ
う

に
し
た
も
で
す
。
自
走
す
る
た

め
架
線
の
索
張
り
を
簡
易
化
で

き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

受
賞
お
め
で
と
う
！

　
国
有
林
野
事
業

業
務
研
究
発
表
会

〈
指
導
普
及
課
〉

　

昨
年
の
一
二
月
一
〇
日
、
林
野
庁

に
お
い
て
、
平
成
二
一
年
度
国
有
林

野
事
業
業
務
研
究
発
表
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
発
表
会
に
は
、
四
国
森
林

管
理
局
か
ら
四
課
題
を
発
表
し
、
そ

の
う
ち
森
林
技
術
部
門
で
、
安
芸
森

林
管
理
署
治
山
課
長
の
柴
田
さ
ん

が(

社)

全
国
木
材
組
合
連
合
会
会

長
賞
を
、
ま
た
、
森
林
ふ
れ
あ
い
部

門
で
、
安
芸
ネ
イ
チ
ャ
ー
自
然
観
察

指
導
員
の
松
本
さ
ん
、
安
芸
森
林
管

理
署
業
務
第
一
課
付
の
村
上
さ
ん
が

（
財
）
日
本
森
林
林
業
振
興
会
会
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
森
林
・
林
業
に
対
す

る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た

め
の
技
術
開
発
等
の
取
組
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
発
表
者
の
皆
さ
ん
ご
苦

労
さ
ま
で
し
た
。

　

発
表
課
題
は
次
の
と
お
り
で
す
。

親
子
で
体
験
学
習

～
高
知
市
立
介け

ら良
小
学
校　

森
林
教
室
～

〈
指
導
普
及
課
〉

　

一
月
二
四
日
、
高
知
市
立
介
良
小

学
校
に
お
い
て
、
森
林
教
室
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
介
良
小
学
校
か
ら
、
親

子
が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
れ
あ

い
参
加
日
・
介
良
の
祭
り
」
の
体
験

学
習
コ
ー
ナ
ー
の
一
つ
し
て
、
四
国

森
林
管
理
局
に
森
林
教
室
の
依
頼
が

あ
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
森
林
教
室
を
含
め
、

二
三
の
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
、
森
林
教
室
に
は
児
童
十
名

と
そ
の
保
護
者
の
方
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
森
林
の
大
切
さ
や
木

材
を
使
う
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
、

「
木
を
生
か
す
知
恵
」
と
い
う
ビ
デ

オ
を
上
映
し
勉
強
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
ビ
デ
オ
を
通
し

て
、
身
の
回
り
に
は
森
林
や
木
で
使

わ
れ
て
い
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
木
材

の
優
れ
た
性
質
を
活
か
し
た
加
工
技

術
に
感
心
し
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
雛
祭
り
用
の
雛
飾
り
づ
く

り
と
、
壁
掛
け
づ
く
り
を
行
い
ま
し

た
。
雛
飾
り
づ
く
り
で
は
、
小
さ
な

材
料
に
戸
惑
い
な
が
ら
、
丁
寧
に
作

業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、

壁
掛
け
づ
く
り
で
は
、
初
め
て
使
う

糸
鋸
機
械
に
、
親
子
で
悪
戦
苦
闘
し

な
が
ら
作
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。
時
間
内
に
で
き
た
親
子
も
い
ま

し
た
が
、
時
間
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
奮
闘

し
た
親
子
も
い
て
、
有
意
義
な
親
子

の
ふ
れ
あ
い
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

右
側
：
西
土
佐
村
森
林
組
合
長

　
　
　

中
脇
様

中
央
：
篠
田
局
長

左
側
：
西
土
佐
村
森
林
組
合

　
　
　

谷
平
様

受賞者（左から柴田さん、松本さん、村上さん）

　

森
林
技
術
部
門

○ 

法
面
緑
化
に
お
け
る
間
伐
材
を

利
用
し
た
獣
害
対
策
に
つ
い
て

（
安
芸
森
林
管
理
署
治
山
課
長
柴

田
知
秀
）

○ 

ツ
リ
ー
プ
ロ
テ
ク
タ
ー
を
使
用

し
た
低
コ
ス
ト
造
林
の
検
討

　

 （
森
林
技
術
セ
ン
タ
ー
森
林
技

術
専
門
官　

鷹
野
孝
司
）

　

国
民
の
森
林
部
門

○ 

教
科
書
補
完
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

教
科
書
と
リ
ン
ク
し
た
森
林

環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
～

　

 （
四
万
十
川
森
林
環
境
保
全
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
上
席
自
然

再
生
指
導
官　

秋
山
雅
弘
、
自

然
再
生
指
導
官　

武
内
幸
子
）

　

森
林
ふ
れ
あ
い
部
門

○ 

身
近
な
自
然
に
親
し
む
こ
と

壁掛けづくりの様子

か
ら
森
林
学
習
の
導
入
に
つ

い
て 

～
放
課
後
の
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
の
活
用
か
ら

児
童
た
ち
の
日
常
の
中
に
森

林
に
触
れ
る
場
の
展
開
～
（
あ

き
ネ
イ
チ
ャ
ー
自
然
観
察
指

導
員　

松
本　

孝
、
安
芸
森

林
管
理
署
業
務
第
一
課
付 

村

上
隆
敏
）
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世
界
に
ひ
と
つ
の
作
品
作
り

〈
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
月
一
五
日
、
大
月
町
立
大
月

小
学
校
（
平
成
二
一
年
四
月
開
校
）

で
、
一
・
二
年
生
七
〇
名
を
対
象
に
、

四
万
十
森
林
管
理
署
の
貝
ノ
川
と
三

崎
の
両
森
林
官
の
応
援
を
得
て
、
木

工
教
室
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
紙
芝
居
を
活
用
し
て
、

森
や
木
は
身
近
な
も
の
大
切
な
も
の

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
理
解
し
て
も

ら
っ
た
後
、
ク
マ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
と

小
枝
の
鉛
筆
「
モ
ッ
ク
ン
」
を
作
り

ま
し
た
。

　

ク
マ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
は
、
低
学
年

で
あ
り
し
か
も
人
数
が
多
い
こ
と

か
ら
、
事
前
に
準
備
し
た
パ
ー
ツ
を

持
参
し
、
各
自
が
顔
・
目
・
鼻
・
口
・

耳
な
ど
を
選
ん
で
台
に
貼
り
付
け

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
世
界
に

ひ
と
つ
だ
け
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
作

り
、
大
喜
び
で
し
た
。

　

「
モ
ッ
ク
ン
」
は
、
先
を
削
っ
た

長
さ
一
五
㎝
ほ
ど
の
小
枝
を
準
備
し

ま
し
た
。
児
童
達
は
、
そ
の
枝
を
鉛

筆
に
見
立
て
て
、
先
を
塗
っ
た
り
目

や
口
を
付
け
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
完
成
し
た
作
品
を
見
せ

合
っ
た
り
、
あ
ち
こ
ち
で
「
お
母
さ

ん
に
見
せ
ち
ゃ
る
」「
も
っ
と
作
り

た
い
！
」
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
木
工
体
験
を
通
し
て
、

木
の
利
用
を
考
え
た
り
森
林
や
自
然

環
境
へ
の
興
味
に
繋
が
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

  

出
前
森
林
教
室

〈
徳
島
署
〉

　

一
二
月
一
日
に
徳
島
市
立
佐
古
小

学
校
に
お
い
て
、
五
年
生
九
〇
名
を

対
象
と
し
た
出
前
森
林
教
室
を
開
催

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
流
域
管
理
調

整
官
、
森
林
ふ
れ
あ
い
係
長
、
徳
島

森
林
官
の
三
名
で
小
学
校
へ
行
き
、

教
室
内
で
四
五
分
間
の
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
や
プ
リ

ン
ト
を
使
い
な
が
ら
、「
森
林
の
は
た

ら
き
」「
水
源
か
ん
養
機
能
」「
造
林

作
業
」
に
つ
い
て
の
学
習
を
し
ま
し

た
。
水
源
か
ん
養
機
能
に
関
し
て
は
、

自
作
の
装
置
を
使
っ
た
実
験
を
行
い

ま
し
た
。
実
験
や
チ
ェ
ン
ソ
ー
・
造

林
鎌
な
ど
の
実
物
を
見
せ
た
際
に
は
、

子
供
た
ち
が
と
て
も
い
い
反
応
を
み

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は

森
林
教
室
の
前
後
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
森
林
教

室
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
変

化
が
あ
っ
た
点
、
変
化
が
な
か
っ
た

点
が
わ
か
っ
た
の
で
、
今
後
の
活
動

の
参
考
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
・

門
松
作
成
教
室

〈
高
知
中
部
森
林
管
理
署
〉

　

昨
年
の
一
二
月
二
〇
日
、
県
立
香

北
青
少
年
の
家
に
お
い
て
、
南
国

市
・
香
南
市
・
香
美
市
在
住
の
小
学

生
を
対
象
に
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
及

び
ミ
ニ
門
松
作
成
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
四
五
名
と
予
想
を
超
え

た
多
数
の
応
募
が
あ
り
、
当
署
職
員

も
事
前
の
準
備
に
追
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
作
成
指
導
に
当
た
る
前
に

職
員
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
、

使
っ
て
い
る
素
材
に
ま
つ
わ
る
森
林

や
生
き
物
の
話
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作

り
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
編
ん
で
お
い

た
か
ず
ら
に
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
・
モ
ミ

の
中
か
ら
参
加
者
が
好
み
の
葉
を
選

ん
で
差
し
込
ん
で
い
き
、
金
や
銀
に

色
づ
け
し
た
松
か
さ
や
リ
ボ
ン
を
飾

り
付
け
、
各
自
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
リ
ー

ス
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

ミ
ニ
門
松
作
り
で
は
、
三
本
の
細

い
竹
筒
の
周
り
に
サ
ク
ラ
や
ミ
ズ
メ

の
枝
を
ノ
コ
ギ
リ
で
一
定
の
長
さ
に

切
っ
て
並
べ
、
麻
ひ
も
で
固
定
し
、

こ
れ
に
マ
ツ
や
ナ
ン
テ
ン
な
ど
を

飾
っ
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

　

作
品
完
成
後
、
子
ど
も
た
ち
か

ら
「
お
家
で
は
で
き
な
い
こ
と
が

体
験
で
き
た
。
」
「
も
っ
と
森
林
の

い
ろ
ん
な
事
に
興
味
を
持
っ
て
自

然
を
味
わ
い
た
い
。
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
催
し

に
は
二
年
連
続
で
参
加
し
て
く
れ

た
生
徒
も
お
り
、
楽
し
み
に
待
っ

て
い
て
く
れ
た
か
と
思
う
と
、
準

備
に
あ
た
っ
た
職
員
の
疲
れ
も
吹

き
飛
び
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
、
こ
の
よ
う
な
身
近
な

行
事
を
通
じ
て
森
林
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
今

後
も
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

〝ここに貼り付けるよ。〝

森林土壌等の水の実験

クリスマスリースづくりミ ニ 門 松

各
地
の

  

た
よ
り
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「地域管理経営計画」（案）等の縦覧のお知らせ
〈計画課〉　　

　国有林野の管理経営に関する法律第６条第４項、国有林野管理経営規程第６条第３項及び第 14 条

第５項の規定に基づき、東予森林計画区及び高知森林計画区の「第四次地域管理経営計画」の策定案

及び「第三次国有林野施業実施計画」の策定案を下記により縦覧の予定です。

　また、吉野川森林計画区他７の地域管理経営計画の一部変更案及び国有林野施業実施計画の一部変

更案についても、下記により縦覧を予定しています。ご意見がありましたら、下記３のとおりお送り

下さい。

記

１．縦覧期間
　　平成２２年２月１２日（金）から３月１５日（月）（平日９時～１２時及び１３時～１７時）

　　（※１月２９日現在の予定。）

２．縦覧場所

（案） 森林計画区 計画書の名称 縦 　 覧 　 場 　 所

策　

定

東 予 第四次計画書 四国森林管理局企画調整室、愛媛森林管理署

高 知 第四次計画書
四国森林管理局企画調整室、嶺北森林管理署

高知中部森林管理署

変　
　
　
　

更

吉 野 川

香 川

第三次計画書

第三次計画書

四国森林管理局企画調整室、徳島森林管理署

四国森林管理局企画調整室、香川森林管理事務所

今治松山

肱 川

中予山岳

南 予

第三次計画書

第三次計画書

第三次計画書

第三次計画書

四国森林管理局企画調整室、愛媛森林管理署

四 万 十 第三次計画書 四国森林管理局企画調整室、四万十森林管理署

安 芸 第三次計画書 四国森林管理局企画調整室、安芸森林管理署

３．意見書
　(1) 提 出 先　〒 780－8528　高知市丸ノ内 1丁目 3番 30 号

　　　　　　　  四国森林管理局長あて（企画調整室扱い）

　(2) 提出期限　縦覧期間の最終日までに必着。

　(3) 記載事項　

　  ア　意見のある計画区名

　  イ 　意見提出者の氏名、住所、年齢、職業、電話番号（法人その他の団体は、その名称、代表者

の氏名、団体の目的、主たる事務所の所在地、電話番号）

　  ウ　意見は、具体的かつ簡潔に記載    

　(4) 意見の処理方法　

　　　いただいた意見は、計画策定時に参考とさせていただきます。

　　 　また、計画の公表と合わせて意見の要旨及び処理結果を公表します。なお、いただいた意見に

対する個別の回答は致しかねますので、ご了承願います。

　　　意見をいただいた方の氏名等については、一切公表いたしません。

４．問い合わせ先
　 　その他詳しいことは、四国森林管理局計画課（電話０８８－８２１－２１００）までお問い合わせ

下さい。


